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毎
年
、
全
国
で
、
住
宅
火
災
に

よ
り
1
、0
0
0
人
を
超
え
る
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
原

因
の
7
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
痛

ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
18
年
6
月
1
日
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
6
月
1
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
は
、
平
成
23
年
5

月
31
日
ま
で
に
取
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ

い
て
、
今
年
春
の
火
災
予
防
運

動
期
間
を
中
心
に
市
内
77
区
、
2
、

5
8
3
戸
の
立
入
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
下
欄
の

表
の
と
お
り
で
す
。
猶
予
期
間
で

あ
る
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
、

市
内
全
区
の
立
入
調
査
を
順
次
実

施
す
る
中
で
、
よ
り
多
く
の
住
宅

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

 

日
本
に
先
駆
け
て
ア
メ
リ
カ
で

は
、1
9
7
0
年
ご
ろ
に
火
災

警
報
器
の
義
務
化
を
行
い
、
現

在
で
は
95
%
以
上
の
設
置
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。1
9
9
2
年
に

設
置
率
90
%
を
超
え
て
か
ら
、
6
、

0
0
0
人
を
超
え
て
い
た
住
宅
火

災
の
犠
牲
者
が
3
、0
0
0
人
未

満
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
で
も
同
様
の
デ
ー
タ
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
平
成
18
年
6
月
1

日
以
降
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、「
火

災
に
至
ら
な
か
っ
た
」「
ぼ
や
で

済
ん
だ
」
な
ど
、4
0
0
件
を
超

え
る
効
果
的
な
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
も
、
住
宅
火
災
に
よ
り

尊
い
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
出
来
事
が
全
国
各
地
で
多
発
し

て
い
ま
す
が
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
救

わ
れ
た
命
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
も
、
早
期
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》
消
防
本
部
予
防
課
予

防
係
・
指
導
係

　

☎
24
－
8
0
3
6
☎
24
－
8
0
4
5

　
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分
）

　不適正な価格、無理強い販売な
どを行う業者に注意ください（火
災警報器はクーリングオフの対象
です）。
　消防署員が訪問販売などを行っ
たり、業者に販売を委託すること
はありません。

《相談窓口》
但馬生活科学センター
（県立但馬文教府内）

☎23－0999

調
査
結
果

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　

  

設
置
効
果

実施
期間 実施区数 調査

戸数
設置
戸数

平成21年3月時
実施区の
設置率

平成21年
3月1日

～

29日

77区
市内

全区数
358区

2,583 788

30.5%
平成20年

6月現在全国の
推計設置率
35.6%

（　   ）

悪質な訪問販売に注意!

●
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

場
所
（
左
図
の
○
印
）

　

寝
室
…
就
寝
中
の
火
災
を
知
る

た
め
。

　

階
段
…
火
災
の
煙
が
集
ま
り
や

す
い
た
め
。

●
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場

所
（
左
図
の
▽
印
）

　

台
所
、
寝
室
以
外
の
居
室
…
火

設
置
場
所

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

Ι
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
Ι

災
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
取

り
付
け
る
と
、
さ
ら
に
効
果
的

で
す
。

（　     ）
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
6
月
13
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
1
日
・
8
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日
の
毎
週
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.sia.go.jp

《
問
合
せ
》

・
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
5

・
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

平
成
21
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金

額
は
、7
9
2
、1
0
0
円
（
月
額

6 

6
、0
0
8
円
）
で
す
。

　

こ
の
年
金
額
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
す
べ
て
の

期
間
が
、
第
1
号
被

保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
で
あ
る
方
、
ま
た
は
第
2

号
被
保
険
者
お
よ
び
第
3
号
被
保

険
者
期
間
で
あ
る
方
が
、
65
歳
か

ら
受
け
る
場
合
の
金
額
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料

は
、
納
付
期
限
か
ら

2
年
間
を
経
過
す
る

と
、
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来

受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減

額
さ
れ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
減
額
っ
て
ど
の
く
ら
い
？

・
保
険
料
納
め
忘
れ
期
間
が
6
カ

月
…
生
涯
、
年
額
約
1
万
円
減

額
・
保
険
料
納
め
忘
れ
期
間
が
1
年

…
生
涯
、
年
額
約
2
万
円
減
額

　
（
年
度
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す
）

◆
受
け
取
れ
な
い
場
合
と
は
？

　

次
の
①
〜
③

を
合
算
し
た
期

間
が
25
年
未
満

の
場
合
、
老
齢

基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
ま
せ
ん
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間
（
第
1
号

被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

付
し
た
期
間
と
、
会
社
員
、
公

務
員
な
ど
の
第
2
号
被
保
険
者

や
、
そ
の
扶
養
と
な
る
配
偶
者

の
第
3
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間
）

②
保
険
料
免
除
期
間
（
法
定
免
除
、

申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生

特
例
の
期
間
）

※
一
部
免
除
の
場
合
は
、
減
額
の

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
期

間
と
な
り
ま
す
。

③
合
算
対
象
期
間
（
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
間
に
、
任
意
加
入
で

き
た
方
が
任
意
で
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
）

　

未
納
期
間
な
ど
の
確
認
は
、
豊

岡
社
会
保
険
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
納
め
忘
れ
な
ど
が
あ
る
方
へ

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
が
足
り
な
い
方
は
、
60
歳
以
上

70
歳
未
満
の
間
、
ま
た
、
年
金
額

を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
、
任
意
加

入
の
手
続
き
を
し

て
、
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
う
と
、
国

国
民
年
金
加
入
期

間
や
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
は
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
市
役
所
（
各
総
合
支
所
）、

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付

け
の
「
国
民

年
金
保
険
料

口
座
振
替
納

付
申
出
書
」

で
、
年
金
手

帳
、
預（
貯
）

金
通
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
手

続
き
く
だ
さ
い
。

◆
現
在
口
座
振
込
み
の
方
へ

　

毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）
か

ら
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）
に

変
更
す
る
と
、
月
額
50
円
（
年
間

6
0
0
円
）
お
得
と
な
り
ま
す
。

一
度
通
帳
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

4
月
か
ら
す
べ

て
の
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
を
対
象

に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
、
被
保
険
者
の
誕
生
月

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ね
ん
き
ん
定
期
便専

用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
0
5
8
－
5
5
5

　

I
P
電
話
・
P
H
S

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
4
4

※
本
人
確
認
の
た
め
、
基
礎
年
金

番
号
が
必
要
で
す
。

平
成
21
年
度
の老齢

基
礎
年
金
額

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
付
は　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

ね
ん
き
ん
定
期
便　

　
　
　

4
月
か
ら
送
付
開
始


